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＜会員広場＞

新幹線車内異聞

～国語文化小論～

人には、速く移動することによって快感

を覚える、一種の本能のような感覚がある

らしいと、自動車を運転する時の心理を例

に挙げて言われることがある。自動車で物

を運搬する時、 自動車で自分が居場所を移

動する時の他に、目的がない時でも車窓の

景色が速く流れ去るのを眺めていると気分

が晴れやかになり、快感を覚える心理を

言っているのだ。強く意識しているのでは

ないが、私が新幹線に乗る楽しみのひとつ

にこれがある。自動車と違って自分が運転

しているわけではないので気楽だし、猛烈

な速さで移動する景色が目に入ると、一種

の快感を覚える。ビールが入ってリラック

スしていればなおさら爽快だ。

ある晴れた青空の日のこと、東京から帰

る新幹線で車内販売のワゴンが近づき、私

はピーjレが欲しくなった。光までは何時間

もあるので下戸な自分だってー缶くらいな

ら大丈夫。ふと頭に浮かんだのが、いつか

サンフランシスコの乾いた青空の下で咽喉

を通過したビールの爽快感だった。

一一あれ、何と言ったかな、緑の缶の。あれ

はハイネケン、ハイネケン。それだ、それ

だーー

「ハイネケンはありますか。J

「スーパードライはいかがですか。j

一一売り子は私にアサヒを押売りしている。

ワゴンを見るとキリンもあるのに。何力、訳

があるんだな、利幅とか何か。しかも失礼

米今義夫

千万にも、私の欲しいハイネケンがあるか

どうかという私の閤いに答えようともせず、

他のものを私に押しつけて自分の利益誘導

するとはけしからん一一

「ハイネケンはあリますか。J

「スーパードライはいかがですか。」

「ハイネケンはありますか。」

「スーパードライはいかがですか。」

一一ょうし、こうなったらこっちだって押

売りには負けないぞ一一

f要らないよ、それは。」

結局、売り子はビールを一缶売り損ね、爽

快感を求めた私は希望したビールにもその

他のビールにもありつけなかった上に、不

快感だけが残ってしまった。

この場合、「ハイネケンはございません

がスーパードライはいかがですか。Jとき
わなかった売り子が悪いのか、それとも、

fスーパードライはいかがですか。」と言わ

れた時に、注文のものは無いと言っている

のだと気をきかして、「それなら要りませ

ん。」と、一度で断わらなかった私が悪い

のか。

私が耳障りに感じる言葉のひとつに、こ

れも東京など特に関東地方ではしきりに遣

われる「ちゃうJと「ちゃったjというの
がある。最近では、やはリテレビや芸能人

の影誓だろうか、特に青少年は全国的によ

く遣う。テレビを見ていると、タレントや

若者だけでなく出てくる大学教授までも、
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「ちゃったJ「ちゃいました」と言っている。
なぜr...してしまいました。Jと言えな
いのだろうか。

夜も更けた東京で、立ち寄った料理店で

或るものを注文したら、

「どうも、売り切れちゃってしまっちゃった

んです、ハイ。」

という、とても英訳できない複雑な日本語

で組立てられたそっけない返事が、歯切れ

の良い早口の江戸っ子の声に乗って即座に

返ってきた。私はその店をあわただしく飛

び出して、その料理店の主人の料理を口に

しなくて良かったと内心思った。

fちゃうJと fちゃった」は、「－－－し
てしまうJ、f・・・してしまったJの俗語
と、園語辞典にはある。このような言葉は

必ずしも悪いとは思わないが、自分の店の

お客様に応対するのなら、それにふさわし

いもっとていねいな言い方があろうものを。

私には心が貧しく聞こえる。

東京に住む多くの人が、東京が日本の文

化の中心で、一番ハイセンスと信じている

らしい。東京人は、「東京は・－－」に対し

て「地方は・..Jとか「地方だから・－－」

とよく言う。その言葉が出る心の興には、

東京以外の所はひなびていて文化が低く、

軽蔑すべきものという心理があるようだ。

だから、東京から他の都市に転居するとな

ると、文化実つる地へ都落ちするというよ

うな感情を抱いたりする。どうしてそう考

えるのだろうか。物質的な豊かさや便利さ

から遠くなることに対する心の天安がそう

させるのだろうが、物の豊かさや地下欽の

便利さでは人生の本当の豊かさは得られな

いと思う。
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更に私は考える。言葉とか言葉遣いとい

うものは、ぞれを話す人の考えや立場を表

すのは無論のこと、不思議なことにその人

の畦格やパーソナリティ、臓業や生い立ち

までも表す。英語と比べると我が臼本語は

一層そうなのである。しかも、それは一朝

一タには変えられるものではないので、ま

ことに厄介な代物なのである。

前者の新幹線の社内販売の件は、お客の

欲することに返答せず、売手である自分の

望みをお客に押しつけようとしたのに対し

て、後者のはただ、自分の遣いなれた言葉

をつかったという相違点はあるものの、ど

ちらも、それを簡いた人が不愉快に感じた

という点で共通している。それはまた、烈j

那的なお笑いを売り物にするテレビ番組と

も同捜のように思える。私は昨今の軽薄な

国語文化の蔓延が気にかかる。だから、私

l芯自分の言葉遣いが気にかかる。

人の口から発する言葉は人類だけが獲得

した貴重な財産であるにもかかわらず、有

難さが忘れられて乱雑に使い捨てされてい

る。災と言葉を撮ることは人を他の動物と

分ける決定的な特徴とされる。そしてその

財産はまた同時に魔物でもある、しかも生

きている。生きているから変化もし、魔物

だから人を勇気づけもするが落胆もさせる

ばかりでなく往々にして凶器と化し、人の

心を傷つけさえもする。

本当の意暁で豊かで幸せな人は、たとえ

物質文化の恩恵は少なかろうとも豊かな心

を持つ人だと思う。心が豊かである人の言

葉は豊かで温かく爽やかと考える私の考え

は飛躍しているだろうか。

（武田薬品光診療所）
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平成9年度新年互礼会

日時：1月28日附 午後7時～ 場所： ホテル松原屋 出席者：28名

近藤会長挨拶

本日は大変嵐が強く、またしぐれ模様の

中をお集りいただきまして誠に有難うござ

います。年も明けまして、もう 1月近く

なっておりますが、改めて新年のご挨拶を

申し上げます。どうぞ本年もよろしくお願

い致します。

昨年度から患者の一部負担の問題で大騒

ぎを致しまして、一応老人の方は定額に近

い2000円という事でおさまりがついたよ

うですが、まだ薬剤の1日1剤15円という

のが残って、医保審でも相当もめたようで

すが、本自の新聞を読んでみますと、医保

審も政府案通り答申が通ったという事でご

ざいます。いずれ法案として国会に上程さ

れると思いますが、野党はこそ．って反対し

ておりますし、自民党の中にも反対が多い

という事でございますので、政府案通りす

んなり行くかどうかまだ予断を許さないだ

ろうという事でございます。

これを闇きまして、私昨年来から頭にき

て仕様がないのでございますけど、政府が

赤字になりますと、いともたやすく国民に

負担を押しつけてくる。こんなに簡単にや

られては因るという事が誠に頭にくるわけ

でございます。厚生省がどれだけ努力した

か。あれだけ末祥事が続いて次官が逮捕ま

でされて、それで一体何をやったかという

事でございますけれど、全く何もしていな

いで、自分達は既得権の中でぬくぬくして

いながら、自民にああいう負担を求めてく

るというやり方は非常に腹立しく頭にきて

仕方がないわけでございます。

厚生省の役人の数といいますと、現在7

万人おりまして、果してそれだけの人数が

必要なのか、民間は身をけずるようにして

リストラをやっているのに、厚生省は1人

もクピを切ったという話しは閣かない。半

分もいれば十分であろう。その辺の検討を

しないのか。国公立病院はじめ、いろいろ

国立系機関がございますが、今のままでい

いのかどうかという問題もあります。園立

病院にしましでも、大体が帝国陸海軍病院

及ひ冶核療養所をそれをそのまま引きつい

でやっているわけでございますけれども、

果して今の社会情勢でそれが必要なのか、

民間に移してしまえばたりるのではないか、

あるいは手を引くべきではないか、そう

いった検討は全くされていない。それから

厚生省関係に限っていいますと、公益法人

が500以上ございます。一体何をやってい

るかという事を昨年来テレビで見ておりま

すと、ほとんど何も意味の無い事をやって
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いる。かえって公益法人があるために規制

が厳しくなって医療費を押し上げていると

いう事もございまして、こういうものは廃

止すべきである。本当に必要なものならば

民営化しでも十分やっていけるわけであり

ますから、民営化すべきである。 こういう

事を十分ゃった上でなお赤字でどうにもな

1997 

光市の場合は胃癌の集団検診はやっており

ますが、個別検診はやっておりません。山

口県下の市部に限りますと、個別検診を

やっていないのは光市だけという事になっ

てしまったそうです。昨年来からあちこち

から要請を受けております。理事会といた

しましては、個別の胃癌検診はやらざるを

らんから、国民の皆様に負担をお願いしま 得ないだろうと言う事になっております。

( すというのであれば話はわかるのですけれ 河村先生の方から是非とも光市の先生方に

〈

ど、なんにもしないでおいて、ただ安易に

押しつけてくるという状態に非常に怒リを

おぼえております。我々としましても黙っ

ていますと、これはもう納得したんだと政

府にとられてしまいますので、何時か機会

をみて声をあげなければいかんなという覚

悟をいたしております。

新年早々愚痴ばっかりでございますが、

もうひとつお願いがございます。先日来講

演会のご案内をお廻わし致しまして、明日

の午後7時に商工会館で山口労災病院の河

村先生にお願い致しまして「地域書検診の

現状と今後のすすめ方jという題で講演を

いただく事になっておりますけれども、皆

様方はこれは一体なんの事だとお思いにな

りますので、一寸ご説明しておきます。こ

れは胃癌の個別検診の事でございまして、

やっていただきたいのだけれども、今は胃

癌検診は一体どういう状況になっているの

か、山口県ではこれからどういう異合いに

なっていくのか、という事を皆さんにお話

ししたいと、そしてその話しを置いた上で

皆さんでやるかやらないかを判断していた

だきたいというお申し出がございました。

それで明日やっていただく事になったわけ

でございます。そのお話しを聞いていただ

いたうえで、光市で個別検診をするかしな

いかという事を決定していただきたいとい

う意味で、講演会をやっていただくわけで

す。明日の午後？時商工会館でございます

ので、是非ともご出席いただきたいと思い

ます。

私のご挨拶、大変とりまとめないもので

ございますが、以上で終ります。

－・”・・”........叫酔ゅ．－…・…・・~.1 •···・－… .. ..＿ー・・胸・－…一…胸・・0・・H・・4 ・叫・伽・山・・．．，．．． 仲

1 FJ度月間行事

日 行 事 I易 所

8 定 例 理 事 4己恥
蜂= 

10 IL¥ 電 図 研 qフn¥, ..0‘ 光商工会館ヨ玄

28 新 年 互 礼 主4』主 ホテル松原屋

29 議 演 .6. 光 商工会館
コ°＇＂
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平成8年度光市児童生徒の検診結果報告書

集団心臓検診実施方法

光市内 小学1：年生

中学1：年生
他の学年で校医が必要と認めた者

計

名
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名
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《
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叫
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〔一概無料）］
アンケー卜調査

校医の聴打診

心電図（12誘導）

1, 0 0 3名

［二次検診（酬）〕
心エコー図

一一一要管理

胸部X-P等

4 4名一一一一 11名
( 4 . 4 %) ( 1 . 1 %) 

心 臓検診結果

Aチ..... 校 名 人数 正常 要観察 要精密
結 果

管理不要要観察 要管理
牛 島 。
，三占註『 積 93 85 8 ? 
光 井 53 50 3 2 
島 田 53 49 3 3 
浅 3工 115 10? 8 6 2 
上島田小 18 18 
一 井 33 33 
周 防 11 11 
附 贋 59 58 
言十 435 411 23 19 4 
% 100% 94.5% 0.2% 5.3% 4.4% 0.9% 

室 積 中 85 84 
光 井 中 ?4 68 6 3 3 
島 田 中 156 149 ? ? 
浅 江 中 133 129 4 3 
付 鷹 中 120 11? 3 3 
計 568 54? 21 14 ? 
% 100% 96.3% 3.?% 2.5% 1.2% 

小中学生計 1003 9日 44 33 11 
% 100% 95.5% 0.1% 4.4% 3.3% 1.1% 

※ 小、中学生の要管理者は夫々4名 （0. 9 %) ' 7名（1 . 2 %）で
ほぽ同率であった。
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心臓検診要管理者の病名

病 名 小学生 中 学生

心室性期外収縮 3 
第 1度房室ブ口、ソク 。
W. P. W症候群

V4の陰性T波 2 。
心房中隔欠損術後 。
フアロー四微症術後 。

言十 4 7 

平成8年度現在要管理者全員の病名
病 名 小学生 中学生

心室中隔欠損症

肺動脈弁狭窄 2 。
心房中隔欠損術後 2 
心室中隔欠損術後 。 2 
フアロー四微定術後 。
心臓病術後・総肺静脈濯流異常 。
上室性期外収縮 。
心室性期外収縮 5 9 

W. P. W症候群 2 
房室ブロック 2 

ニ心房J心 。
V4の陰性T波 2 。
在室肥大の疑 。
川崎病（冠動脈窟） 。

E十 1 8 1 9 

※ 要管理者37名中14名（3 8 %）は心室性期外収縮であった。

平成8年度現在 要管理者全員の管理区分

管理 区 分 小学 生 中学

3 - E C禁） 3 

3 - E C可） 1 5 1 8 

E十 1 8 1 9 

※ 要管理者の殆どが （8 9 %）、 3-E（可）である。
※ 3-E（禁）の4名の内3名はいづれも術後である。

生

1997 

5十
4 

2 

2 

1 1 

計

2 

2 

3 

2 

1 4 

3 

3 

2 

3 7 

言十

4 
3 3 

3 7 
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学校内における管理方法

( 1)心臓病調査票、心電図、心電図解析所 ( 3）要管理指導者は必要に応じて少なくと

見、心電図把握一覧表、管理指導表の五部 も年1～2回、主治医の病院に受診するよ

を各学校に保管し、校医と養護教諭及び担 うすすめ‘その都度心譲手帳や管理指導表

任教師とが常に連携をとり、児童生徒の充 に記入してもらう。

分な管理が出来るよう体制をとること。 ( 4）小学より中学へ、中学校より高校に進

( 2）心電図及び管理指導表をコピーして学 学する場合、又は他校に転校する時は、心

校医に配布し、上記の表と共に校医の定期 電図や管理指導表を必ず⑧として進学校、

健診、マラソンや水泳等の健診時に診断の 転入校に送付叉持参させるよう指示する。

参考とする。

（福本先生作成の資料よリ抜粋）

・ー •UIU• ，．．．． ．． ”・・仲吋．． ”・・ 4・ae・・・”” －・””・ 4・b＂＇＂＇－＇＂＂.・ 刷・・”・・．・・・刷。．．., .• ，・・・ ·•·・・・・・・”・・・哨附・・・”が・・ ー・・・”’・．，...附－..... ・酬，，..・”””・・4，.・・吋”“仲

1月定例理事会 ] [ 議 演

日時： 1月88（水） 午後7時～ 日時： 1月29日（水） 午後7時～

場所：小蜂 場所：光商工会館

出席者 ：近藤、前田、光武、藤原、河村 出席者： 9名

赤崎、梅田、松村．吉村 演題：「地域書検診の現状と

議題： 今後のすすめ方j

1 ）看護婦の意識調査について（近藤会長） 講師：山口労災病院河村奨先生

2）平成81E4月～12月の会計報告

3）その他

＠医学講演会の件

2月13日（木）

（前田副会長）

（前田副会長）

＠周東域産業保健センターの件

（前田副会長）
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役員協議会の報告

郡市広報担当理事協議会の報告

( 1月23目、県震師会館）

担当理事 吉村明人

議題

1)都道府県医師会広報担当理事連絡協議

会報告

2）山口県医師会報に関するアンケート調

査報告

3）情報受換・意見・要望等
4）その他

[ 1 ］都道府県医師会広報担当理事
連絡協議会の報告

( 11月14日 日医会館）

（日医広報活動として主要な事業）

1 ）日医ニュース発行

2) 8医ファックス二ユース発行

3）テレビで「医学番組」を放映

4) 8本医師会テレビ健震講座

5）新聞を利用して意見受換

6）坪井会長の定例記者会見

（即ねった各県の会報のア＼

ンケート調査結果 J 
1 ）県医師会報発行回数は、月 1回が33

県、月3回出しているのは5県

2）県医師会報のページ数は71～80ペー

ジが9県
3）編集委員の設置が45県

4）編集委員の数は8名の所が一番多い。

年令婿成は60才以上の委員が176名

で、委員会全体として非常に多い。

5）縄集にあたり問題点としては

＠一番の問題点は、会員が読んでくれな
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いという悩みが一番多い。

＠県医師会報を読んでいるという率が60%

台というのが一番多かったが、実際のと

ころ60%はいっていないのではないかと

いう話であった。

（パ初ディス力山ン

「会報編集を考えるJ
三氏のパネラーの中より渡辺俊介氏の意

見の一部を引用します。

0会報記事には次の6項目が必要である。

①医師会は学術専門団体であるので、日進

月歩の医学的問題や薬剤の問題等学術的

なもの

②会の人事や行事、理事会の動き等の医師

会として活動

②医師会の主張、論理もなければならない

④時事問題等のトピックス

⑤関係する法律や例題等の資料的な問題

⑥仕事から離れた趣味とかスポーツ等のオ

フビジネスの話題

o若い医師が医師会離れ、医師会報離れを

おこしている。どうしてそのような事を

おこしているか一番の原因は、日医およ

び医師会の新聞・会報を読んでも将来の

展望が全く見えてこない。ぞれより厚生

省の広報というかお知らせを見た方が、

自分達にとって将来的展望が聞けてくる。

[ 2］山口県医師会報に関する
アンケート調査報告

（アンケート回答は都市広報担当理事）

①定期掲載記事について、よく巴を通して

いるもの 〈複数回答）

いしの声－21名、会員の声－ 15名、今

月の視点－ 12名、お知らせ・ご案内－6

名、会員の動き－8名、調々一？名、理

9 
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事会報告一？名、勤務医部会－5名、日

医FA X二ユースから－5名、山口県感

染症疾病情報－4名、医療品副作用情報

-2名

②各種協議会等の報告記事について

ときどき読んでいる－13名、よく読んで

いる－6名、あまり読まない2名等

③生涯教育関係の報告記事について

よく読んでいる－8名、ときどき読んで

いる－8名、あまり読まないー5名等

④紙面の構成について

。タテ書き一読みやすい－ 14名

読みずらい－5名

0 5段組み一読みやすいー 14名

読みずらいー3名

0字の大きさーちょうどよい－1？名

小さい－3名

⑤保険関係の記事に関して

紙面の色を変え、本編より抜き出して保

険関係としてまとめた形で利用できるよ

うな構成にしていますが、そのことをご

存知でしたか

知っていたー15名、知らなかった－7名

実際に上記のように利用されていますか

している－ 11名、していない－11名

⑥会員が医師会報を読んでいる率はどれく

らいだと思われますか

80～100%-8名、 60～80%-5名、

40～60%-5名、 20～40%-3名
⑦都市医師会活動において、県医師会報を

何らかの形で利用されることがあります

か

ない－ 12名、ある－8名

⑥今後どのような記事が増えるとよいとお

考えですか。（複数回答）

1997 

保険診療に関するもの－ 18名、「会員の

声j等会員の意見ー12名、「いしの声J等
の随筆的なよみもの－8名、生涯教育・

学術に関するものー？名、住民の健康教

育に役立つもの－6名

③今後県医師会報は伺に重点を置くべきと

お考えですか。（複数回答）

医療の現状に関する分析ー15名、会員の

意見発表の場の提供一13名、速報性一8

名、記録性－8名

⑪会報に関する不満・要望等

0会員全員の多様な要求を満たすのは無理。

必要な情報が容易に得られ「広く、浅くj

には限界もあり、先人達の最大公約数的

な編集の苦労に敬意を表す。

04段組の記事が読みやすい。

0毎号平均20数頁あるが、これを15～f6

頁に縮小してはどうか。情報過多の時代

で、多ければ多いほど読まなくなる可能

性が強い。

0都市医師会報のすばらしい記事は県医師

会報に転載（全部または一部）してほし

い。

0情報があふれ、なかなか会報のすべてに

目を通すことが困難。果して今後とも旬

報の必要があるのか、不定期でもよいか

ら記録性を目指したほうがよいのでは。

速報性に関しても将来はインターネット

などにとって変わられる可能性もあるの

で。

0情報過多の現在、自分自身がその流れに

潰れてしまっている状態である。県医師

会報は内容はいずれも重要なものではあ

るが、もっとメリハリをつけ、重要度が

示される形態がとれると、もっと短時間
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で読めると思う。 o情報源としての役割のほかに f県医会の

o r協議等の記録の内容に対するまとめ、 スタンス確~Jの役割が重要だと思う。もつ

コメントがどこかにあると大変ょいと思 と県医師会としての考えを主張するべき。

うJとの意見がみられた。

〔情報交換・意見・要望等〕

質疑応答の中心話題は、県医師会報をい

かに多くの会員に読んでもらえるか、その

ための医師会報の分析、今後の方向づけに

対するものであった。その中でも、記録性、

速報性、医療の現状に関する分析、刻々と変

化し多様化する医療問題に対する県医師会

執行部の主張の限界等に議論が展開された。

県医師会執行部・編集委員の回答・意見

等の一部を抜粋し掲載致します。

。県医師会報は原則的には体内広報である

O会報に変化を持たせようと努力したが、

なかなか時閣がとれなくて実現しない。理

事の効率の問題というか、能率の問題とい

うか、私事とのバランスの問題というか、事

務局の強化の問題などなかなかむつかしい。

医師会の主張・執行部の考え方を示せと

いう意見であるが、我々の立場からすれば

常に日医にはそのような要望はしている。

日医がしっかり方向を示せとか、情報に関

して日医のコメントをつけて欲しいとか、

ここで示し得ればいいのだが、現在医師に

しても価値観が多様化している。そういう

時には多数の意見を集めて、これが医師会

の意見だとまとめて表現する方法もあるだ

ろうし、まず正しい情報を提供し、判断の

材料を提供するのも広報紙の大きな役目で

ある。その中によく読まれている「いしの

声」とか 「視点」とかで主張を出してもら

い、我々も出すという格好で現在すすめて

いる。

。県医師会報というのは、 2つの役割リを

持っている。ひとつは、いかに皐く正確な

情報を会員に提供できるかという事。もう

ひとつは記録性という事。記録性というの

はおろそかにできない面がある。永年に

亘って蓄積し、その流れを次の世代に受け

継いでゆくという事である。

県医師会の考え方を出して欲しいという

意見が出たが、「視点Jという所で各担当理
事が書いている。

。県医師会報は会員と執行部の間の意見の

斐換の場という意味がある。検討したけど

現状ではどうなっているのかという問題が

あれば、「会員の声」に投稿していただい

て、それについて回答を要求されれば編集

委員がいるわけだから、できるだけわかり

易い形で伝えるように努力する。

もうひとつは、記録ばかりあってどうも

読みにくいという事があるが、記録という

ものは残さないといけないので、これをは

ぷくわけにいかない。それに対して、 3行

でも4行て・もいいから、できるだけ担当理

事のコメントを前の方につけていただく、

そうしたら読み易いのではないか。

。県医師会の場合は趣味とかそういうもの

は余り載せなくて、医療行政とか、医師活

11 
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動とかそういう事に関係ある事を載せてい

る積りである。

。この間の編集方針では速報性と記録性と

いう事で、県産師会報には工、ソセイ的なも

のはない。緑陰随筆にまとめていくという

事になっている。肩のこらない記事がない

事が読まれない理由になっているという事

であれば、県医師会報の速報性と記録性と

いう所から根本的にもう少し考え直す必要

があるのではないかと思う。

。我々が郡市医師会報から転載する基本的

な姿勢というのは、郡市医師会報の活動そ

のものが他の都市医師会に参考になるよう

なものを取り上げる。医療行政その他にま

つわるいろいろな観点で述べたような記事

があれば、できるだけ転載するようにして

いる。問題はそのような記事が取り上げら

れた時に、それに対するコメントがあれば

「会員の声Jで発表していただくと、そこか

ら議論が盛り上って読まれる会報になるの

ではないかと思う。

。ページ数の問題で、 15～16ページぐら

いに縮小したらもっと読まれる可能性が多

いのではないかという意見があったが、最

近多くの医療費の問題があり、介護問題、

看護問題、産業医等いろいろ大きな問題が

今迄あった制度にそれが加わってきている

ため、皆様に伝達しなければならない事が

多く、ページ数はなかなか困難である。

。「震療の現状に関する分析Jというのは
2つある。ひとつは縄集委員の立場での

「医療に関する分析jというのは傍聴記であ

る。代議員会、郡市担当会議とかの編集委

員個個の視点からみた現状分析だと思う。

編集委員に関する現状分析が間違っている
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とか、間違っていなくても対立する意見が

あったら、会員の意見の発表の場で取り上

げてもらいたい。もうひとつは執行部とし

ては。

。県の医師会報に現在の医療情報の分析を

期待されるかどうかという点がある。各国

の状況とか、日本全国の状況とか、医師会

と厚生省あるいは政治的関係をそれぞれふ

まえないと、間違った分析をしてしまいそ

うだ。もし山口県医師全員が山口県医師会

報にだけ情報源がないとすれば、いろんな

事をそこへつめ込まないとならないが、む

しろ県レベルで発生するものについては、

山口県の行政と個人のスタンスでこうやリ

ましょうとしている。そういう事は十分取

り上げてやっていきたいと患うが、全国的

な医療情報の分析というようなものは、や

はりタイミングのいい情報にとどめたい気

がしている。

。私も「今月の視点Jを書いているが、根
本的には白震が我々に情報を流して欲しい

と患う。そうしないと我々だって県医師会

という公的な会報に自分達の姿勢を書くと

いう事が非常にこわいわけである。そこの

所は少し理解していただきたいと思う。

O医療の現状をもう少し執行部のはっきリ
した意見を聞きたいような意見があったが、

先程執行部より回答があったように、なか

なか明確な事が言えないという事も事実で

ある。しかし会員の方ではそういう話しが

題きたいわけである。総論的な事について

はいろいろな事力管われているので、大体

頭に入っているのだけど、総論から各論に

移ってこの問題についてもう少し詳しく聞

きたいという事は当然あると思う。会長、



光市医師会報

副会長、各理事という立場でもう少しパー

ソナルに間きたいという意見も当然ある。

県医師会というのは、直接会員と接触する

機会が少ないわけであるから、医師会報を

つうじて具体的に個別の意見、個別の現状

について、どういうように思うか関きたい

というような事を「会員の声」の欄に出し

ていただき、適当な人を執行部の中から選

んで会評を載せるような形で、できるだけ

個別の問題として提供していただくほうが、

編集委員としてはやり易いと思う。

医療の現状に対して総論的に一体これか

らどういうふうになるのかという事は、日

医の会長とか、日産の執行部でないとなか

なか答えられない事だけど、総論的なもの

だけでなくて日医が発表した中でも個個に

ついてわからないという事があると思う。

だからそういう個個の問題として出してい

ただいた方が、回答する人もし易いと思う。

O医療保険己主革の問題にしても、介護保険

の問題にしても、老人保険の問題にしても、

白医の指導方針と県医の指導方針がづれる

事はまずしたくない。日医からの踏襲をし

て、我々が一番いいと思うものの公約を出

さないと、日医の指導方針を会報で伝える

という事は、情報の提供という形で日医の

雑紙にも載っているし、ご存知であろうと

いう事で、執行部の肉声というか、ぞれが

もう少し増える形で載せていく方向で努力

していきたいと思う。

県医執行部・寄集委員の先生方の回

答・ご意見の真意が十分伝わっていな

い部分があると思います。先生方のご

了承をいただきたいと思います。

文責吉村
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心電図研究会 （第103回）

光市・下松市合同

日時： 1月10日幽午後7時30分～

場所：光商工会館

出席者： 10名

講師 ：河野隆任先生

症例：

1) 89才・ i（主訴）易労感 （診断）心室

性頻拍

2) 53才・t（主訴）頻拍 （診断） WPW 
の発作性頻拍症

3) 86才・合 （主訴）意識障害 （診断）上

室性頻拍

4) 32才・t（主訴）胸の痛み （診断）心
筋捜塞～回旋枝

平成 8 年度

徳山環境保健所保健事業連絡協議会

日時： 1月30日休）

場所：徳山環境保健所

出席者：委員一20名

（光市医師会吉村明人）

議事：

1 ）老人保健事業の実施状況について

2）保健サービス評価支援地域委員会報告

について

3）その他

会員動向

（退会）

内山和俊一光市立病院

1月31日付

13 



14 

光市医師会報

総合病院光市立病院前院長

故板垣省三先生を偲ぶ会

次

日時 1月25日出

場所光市民ホール

第

ありし日を偲んで（スライド映写）

叙位叙勲伝達 正大位勲五等双光旭日章
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献 奏 光市立病院外科平岡博・いづみ夫妻

1 .開会
2.黙槽
3.追悼のことば 末岡泰義，濃川正信，沖本武夫，中川雅弘
4.お礼のことば 板垣登士
5.献花

（光市立病院よりお借りした写真を掲載）

11111あとカずき 11111

1日ごとに春の中に、はいってゆきます。

梅が大変美しい時期を迎えておリます。冠

梅園の梅も今が盛りと咲きほこっておリま

すが、日曜日の混雑ぶりは大麦なもので、

観梅をゆっくり楽しむ雰囲気などないよう

に見かけられるのですが、今の時代は、に

ぎやかという事が、一番このまれるのかも

しれません。 （吉村）

発行所

発行者

舗象者

印刷所

（敬称略）
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